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本研究で用いる本研究で用いるQQ--VV式式
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VV11 ；自由流速度；自由流速度

VV22 ；限界速度（；限界速度（VV1 1 のの1/21/2））

；渋滞速度（一律；渋滞速度（一律1010㎞㎞//hh））

QQ11

QQ22

；自由流限界交通量；自由流限界交通量

；可能交通量；可能交通量

一般道に適用一般道に適用 高速道路・有料道路に適用高速道路・有料道路に適用

リンク交通量リンク交通量 リンク交通量リンク交通量
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走行速度走行速度

　　リンク　　リンク
走行速度走行速度
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リンク一般化費用リンク一般化費用

時間価値時間価値
道路投資の評価に関する指針（案）を参考とし、乗用道路投資の評価に関する指針（案）を参考とし、乗用
車類・普通貨物車の比率及び平日・休日の比率から車類・普通貨物車の比率及び平日・休日の比率から
算出→算出→9090円円//分分

通行料金通行料金
乗用車類・普通貨物車の通行料金を基に算出乗用車類・普通貨物車の通行料金を基に算出

走行費用走行費用
燃料費・オイル・タイヤチューブ・車両整備・車両償却燃料費・オイル・タイヤチューブ・車両整備・車両償却
を考慮を考慮
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ゾーン間一般化費用ゾーン間一般化費用

ゾーン区分ゾーン区分
沖縄を除く沖縄を除く4545都府県と北海道を都府県と北海道を44分割した合計分割した合計4949ゾーンゾーン

ゾーン間一般化費用ゾーン間一般化費用
DjikstraDjikstra法により計測法により計測

IAIA法の初期値として用いた法の初期値として用いたODOD交通量と推定した交通量と推定したODOD交交
通量との最大誤差が通量との最大誤差が1%1%未満となるまで収束計算未満となるまで収束計算
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便益計測便益計測

計測対象計測対象

利用者便益・供給者便益利用者便益・供給者便益

評価対象期間評価対象期間
日本道路公団の償還期間を考慮し日本道路公団の償還期間を考慮し5050年と設定年と設定

社会的割引率社会的割引率
年次に関わらず年次に関わらず4%4%と設定と設定
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利用者便益の計測利用者便益の計測

利用者便益利用者便益

所要時間短縮便益及び走行費用減少便益を計測所要時間短縮便益及び走行費用減少便益を計測

消費者余剰法により計測消費者余剰法により計測
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：年次 t の利用者便益

：プロジェクトを実施しないときのゾーン ij 間の一般化費用

：プロジェクトを実施したときのゾーン ij 間の一般化費用
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需要関数の推定需要関数の推定

需要関数の推定需要関数の推定
19851985年，年，19901990年，年，19951995年のゾーン間年のゾーン間ODOD交通量を用い交通量を用い
て推定て推定
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：ゾーン ij 間の一般化費用

：ゾーン i の人口

：青函ダミー（青森－函館間を通過するODペア；1）

：パラメータ
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需要関数の推定結果需要関数の推定結果

都市圏（首都圏都市圏（首都圏11都都77県・近畿圏県・近畿圏22府府44県）内々とそ県）内々とそ
れ以外のれ以外のODODについてそれぞれ推定についてそれぞれ推定

パラメータ 推定値 t値
定数項 11.6871 27.0612

出発人口 0.8299 48.8355
到着人口 0.9647 56.7617
青函ﾀﾞﾐｰ 1.6093 37.4931

一般化費用 3.0668 -146.9931
決定係数

補正済決定係数
サンプル数

0.8324
0.8323
6,191

パラメータ 推定値 t値
定数項 1.1597 0.3920

出発人口 0.9190 10.7242
到着人口 0.9117 10.6388

一般化費用 2.0801 -13.4759
決定係数

補正済決定係数
サンプル数

0.7248
258

0.7280

都市圏需要関数 都市間需要関数
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将来人口の設定将来人口の設定

20012001年から年から20252025年年
国立社会保障・人口問題研究所による都道府県別将来国立社会保障・人口問題研究所による都道府県別将来
推計人口推計人口

　　

20252025年以降年以降
国立社会保障・人口問題研究所による全国人口の中位国立社会保障・人口問題研究所による全国人口の中位
推計値と推計値と20252025年の都道府県人口シェアから算出年の都道府県人口シェアから算出
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将来人口の設定将来人口の設定
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供給者便益の計測供給者便益の計測

供給者便益供給者便益
高規格幹線道路網全体の料金収入の増加分高規格幹線道路網全体の料金収入の増加分

料金収入料金収入
分割配分法により計測したリンク交通量から推計分割配分法により計測したリンク交通量から推計

20002000年の実績値と推計値との相関：年の実績値と推計値との相関：0.970.97

プロジェクト実施完了後は将来人口を基に簡易推計プロジェクト実施完了後は将来人口を基に簡易推計
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費用計測費用計測

計測対象計測対象
建設費・維持管理費建設費・維持管理費

　　

建設費建設費
各年度の期首に一括して発生各年度の期首に一括して発生

高速道路便覧高速道路便覧20012001年版，年版，JHJH年報年報H12H12年版に記載され年版に記載され
ている値を使用ている値を使用

記載されていない路線･･･記載されていない路線･･･44車線道路；一律車線道路；一律 5050億円億円//kmkm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 22車線道路；一律車線道路；一律 3030億円億円//kmkm
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費用計測費用計測

維持管理費維持管理費
料金収入，供用総延長から推計料金収入，供用総延長から推計

20002000年の実績値と推計値との相関：年の実績値と推計値との相関：0.97510.9751

経年劣化等による維持管理費の増加は考慮しない経年劣化等による維持管理費の増加は考慮しない

295.31257.01849.0 +×+×= ttt RvLRC

：年次 t の日本道路公団の維持管理費

：年次 t の日本道路公団の料金収入

：年次 t の高規格幹線道路網供用総延長

tRC

tL
tRv
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プロジェクト実施の仮定プロジェクト実施の仮定

建設中路線の扱い建設中路線の扱い

現在建設中かつ未供用の路線は未着工路線扱い現在建設中かつ未供用の路線は未着工路線扱い

予算制約予算制約
年間あたり使用できる予算は年間あたり使用できる予算は11兆円を上限兆円を上限

予算制約を超える路線については翌年以降に供用開始予算制約を超える路線については翌年以降に供用開始

便益・維持管理費は完成した次の年次から発生便益・維持管理費は完成した次の年次から発生
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償還計算償還計算
日本道路公団全体を対象日本道路公団全体を対象

償還計算の基準年･･･償還計算の基準年･･･20002000年年

借入金の初期値･･･借入金の初期値･･･2222兆兆2,2342,234兆円（建設仮勘定を除去）兆円（建設仮勘定を除去）

国費（補助金）国費（補助金）
投入しない投入しない

利率利率
一律一律 3.6%3.6%

改良費改良費
料金収入の料金収入の9.0%9.0%を計上を計上
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収支バランス収支バランス
収支バランス収支バランスBLBLtt

{ }tttttt ImCiDbJHRCJHRvBL ++×+−= −1

：年次 t の日本道路公団の料金収入

：年次 t の日本道路公団の維持管理費

：年次 t の期末借入金残高

：年次 t の建設費

：年次 t の改良費（料金収入の9.0%を計上）

：利率

tJHRv

tJHRC

tDb

tC

tIm
i

年次 t の期末借入金残高

ttt BLDbDb −= −1



4.4.　将来高速道路網の最適な　将来高速道路網の最適な
段階的整備プロセス段階的整備プロセス
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各基準による整備プロセス各基準による整備プロセス

実施
プロジェクト

総純便益
（億円）

償還
完了年次

償還期間
（年）

817.8 km

（ 467.6 km）
176.4 km

（ 0.0 km）
788.0 km

（ 467.6 km）
111.1 km

（ 0.0 km）
4,587.1 km
（ 3,453.3 km）

4,587.1 km
（ 3,453.3 km）

0.00 km
( 0.00 km）

2000年で
凍結

短期的
最適化

長期的
最適化

段階的プロセス決定基準

費用便益比基準

短期採算性基準

総純便益基準

全プロジェクト
実施

－

全43プロジェクト

2027短期採算性基準

－ －

29,195.22

1999

2027

供用延長
（うち2車線区

間）

8,14,25

建設
終了年度

27.36

24.71

2026.93

2090.75

全43プロジェクト

33,126.30

200264,337.01

費用便益比基準 81,108.13
8,9,10,13,14,

18,21,22,25,26,
31,35,41

23.93

年

62.75

61.512089.51

24.67

2026.77 23.77

2006

2027.36

2031.71

年

年

年

年

年 2031.67

年

8,9,10,13,14,
18,21,22,25,26,

31,35,41
82,686.23 2006

長期採算性基準 14,25 56,739.04 2002
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GAGAによる最大総純便益の更新状況による最大総純便益の更新状況
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GAGAによる借入金償還期間の更新状況による借入金償還期間の更新状況
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段階的整備プロセス段階的整備プロセス

総純便益基準・費用便益比基準総純便益基準・費用便益比基準

長期採算性基準・短期採算性基準長期採算性基準・短期採算性基準

全プロジェクト実施全プロジェクト実施
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段階的整備プロセス段階的整備プロセス

総純便益基準・費用便益比基準総純便益基準・費用便益比基準

長期採算性基準・短期採算性基準長期採算性基準・短期採算性基準

全プロジェクト実施全プロジェクト実施
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20012001年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20022002年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20032003年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20042004年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20052005年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20062006年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20072007年年

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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整備完了時（整備完了時（20072007年）年）

総純便益基準総純便益基準

費用便益比基準費用便益比基準
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段階的整備プロセス段階的整備プロセス

総純便益基準・費用便益比基準総純便益基準・費用便益比基準

長期採算性基準・短期採算性基準長期採算性基準・短期採算性基準

全プロジェクト実施全プロジェクト実施
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20022002年年

短期採算性基準短期採算性基準

長期採算性基準長期採算性基準
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20032003年年

短期採算性基準短期採算性基準

長期採算性基準長期採算性基準
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整備完了時（整備完了時（20032003年）年）

短期採算性基準短期採算性基準

長期採算性基準長期採算性基準
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段階的整備プロセス段階的整備プロセス

総純便益基準・費用便益比基準総純便益基準・費用便益比基準

長期採算性基準・短期採算性基準長期採算性基準・短期採算性基準

全プロジェクト実施全プロジェクト実施
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20022002年～年～20032003年年

短期採算性基準短期採算性基準

費用便益比基準費用便益比基準



（ C ）Yoshitaka AOYAMA, Institute for Transport Policy Studies@2003

20042004年～年～20052005年年

短期採算性基準短期採算性基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20062006年～年～20072007年年

短期採算性基準短期採算性基準

費用便益比基準費用便益比基準



（ C ）Yoshitaka AOYAMA, Institute for Transport Policy Studies@2003

20082008年～年～20092009年年

短期採算性基準短期採算性基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20102010年～年～20112011年年

短期採算性基準短期採算性基準

費用便益比基準費用便益比基準
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20122012年～年～20132013年年

短期採算性基準短期採算性基準

費用便益比基準費用便益比基準


